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責任

誠

実

六実消防署

小山 一夫(平成３年４月採用)

何か人のためにな る仕事に就 きたいと思って

いました。 消防士 になってまだ３ヵ月ですが、

市民の生命 と財産を預 かっているとい う充実感

があり、 想像していたとおり、やりがいのある

仕事だなと感じています。

学生時代、無医村でボランティアをしたこと

があって、その時の印象が 強かっ たので医療関

係の職業に就きたい と思いました。保健婦にな

ってみて、健康問題の幅の広さと奧の深さに驚

き ましたが､頑張っていきたいなと思っています。
健康管理課

小野 好枝

(平成３年４月採用)

ス

マ

イ

ル

市民課 石 井 美千 代（平成Ｅ年４月採用）

立ちながら仕 事をすることが 多いので、慣 れ

ないうちは大変で した。でも、市民の方と顔を

合わせることの多い職場ですので、笑顔を忘 れ

ないように心掛けています。

好

奇

心

大学で造園を専攻していたので、公

園を造りたくて市役所に入りました。

仕事でヘマをして落ち込むこともある

けれど、「21世紀の森と広場」 という

すばらしい公園造りに参加して るって

いう気分が最高！

総合公園建設事務所

布施 優

(平成２年４月採用)
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1
世
紀
を
想
像
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
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め
ま
す

平

成
３

年

度

の
松

戸

市

職

員

採

用

試
験

を
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の
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ま
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・・
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９
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４
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＝
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募 集 案 内
職 種 採用予定人 数 受 験 資 格

一般行政事 務職

( 上級)
約30人

＊④の人

一般行 政事務職

( 初級)

＊⑩の人

＊○ の人

技 術職(上 級)

土木・造園

建築・電気

機械・化学
若干名

＊④の人

技術職(初 級)

土木・造園
建築・電気

機械・化学

＊⑩の 人
＊○ の 人

消防 職 約20人

＊④の人

＊⑧の人
＊Ｏ の人

保母職

若干名

＊④ ・⑩ ・○の人 で、保母の資格を

有する人または平 成４ 年３月31日

までに保母の 資格を取得する 見込
みの人

保健婦

＊昭和39年４月２日 以降に生ま れた

人で、保健婦の資 格を 有する人ま

たは平成４年５月 までに保健婦の

資格を取得 する 見込みの人

理学療法士

作業療法士

＊昭和40年４月２日 以降に生まれた

人 で、療法主 の資格を 有する人ま

たは平成４年５月 までに療法士の

資格を取得する 見込みの 人

歯科衛生士

＊昭和41年４月２日 以降に生まれた
人で、衛生士の資 格を 有する人ま

たは平成４年３月31日 までに衛生

士の資格を取 得する 見込みの 人

栄 養 士

＊④・⑧の者で、 栄養士の資格を有

する人または平 成４年 ３月31日ま

でに栄養士の資 格を 取得する見込
みの人

§

④＝昭和39年４月２日 から 昭和45年４ 月１日 までに生 まれた人
で、大 学を 卒業または平成３年 度卒業見込みの人

命＝昭和41年４月２日 から 昭和47年４ 月１日 までに生 まれた人

で、短 期大学もしく は高等専門 学校を 卒業または平 成３年

度卒業 見込みの人
Ｏ ＝昭和43年４月２日 から 昭和49年４ 月１日 までに生 まれた人

で、高 等学校を 卒業または平 成３年 度卒業見込 みの人

わたしの夢

すみやしき ゅう
角屋敷優さん（南部小学校３年）

わたしは、しようらい、洋がかになりたい

と思います。なぜかというと、わたしは、絵

をかいたり、かいた絵をみるのが大すきだか

らです。それに洋がかになれば、すきな絵を

白ゆうに､ステキにかくことができるからです。 洋がかになった優さん

広報まつど

●発行／松戸市 ●編集／広聴部広報課 〒271 松戸市根本387-5
●発行日 ／毎月５日・20日
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市
街
化
区
域
内
農
地
の
見
直
し

生

産

緑

地

制

度

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

市

街
化

区
域
内

の

農
地
の

見
直

し
が

行

わ
れ
、
「

宅
地

化
」

さ

れ
る
農

地
と
「

保
全

」
す

る
農
地

と
に

区
分

さ

れ
る
こ

と
に

な
り
ま

し

た
。

今
回

は

、
制

度
が

整
っ
て

い
る

改
正

生
産

緑
地
制

度
に
つ

い

て

お
知

ら
せ

し
ま

す
。
宅

地
化

す
る

農
地
に

つ
い

て

は
、

税
制
度

が

整
っ

た

時
点

で
、

広
報

な
ど
に

よ
り

お
知

ら
せ

し

ま

す

。

平

成
３
年
１
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
総
合
土
地
政
策
推
進
要

綱
」
に
基
づ
い
て
、
市
街
化
区
域

内
の
農
地
が
、
都
市
計
画
上
「
宅

地
化
」
す
る
も
の
と
「
保
全
」
す

る
も
の
と
に
、
明
確
に
区
分

さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図

①
）。市

内
に
は
、
市
街
化
区
域
内

に
現
在
約
六
百
五
十
黔
（
市
街

化
区
域
の
約
一
五
％

）
の

農
地

が
あ
り
ま
す
が
、
「
宅
地
化
」
す

る

も
の

に

つ
い

て

は

、
土

地

区

画

整
理

事
業

な

ど

に
よ

り

計

画

的

に

宅

地
化

を

進

め

、
「
保

全

」

す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
保
全
が
で

き
る
よ
う
に
、

市
街
化
調
整
区
域
へ
の
編
入
や

生
産
緑
地
地
区
の

指
定
を
行
い

ま
す
。

生

産

緑

地

地

区

の

指

定

の

仕

組

み

生
産
緑
地
地
区
は
、
別
表
Ａ
の

条
件
を
満
た
す
農
地
な
ど
に
つ

い
て

、
市
が
、
農
地
の
所
有
者

や
そ
の
他
の
関
係
権
利

者
全
員

の
同
意
を
得
て
、
都
市
計
画
の

手
続
き
を
経
て

指
定
を
行
い
ま

す
（
図
②
）。

生

産

緑

地

地

区

に

指

定

さ

れ

る

と
・
：

①
市
が
生
産
緑
地
の
管
理
の
た

め
に
必
要

な
助
言
等
を
農
業

委
員
会
の

協
力
を
得
て
行
い

ま
す
の
で

、
安
心
し
て

農
業

を
行
う
こ
と

が
で

き
ま
す
。

②
農
地
と
し
て

管
理
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
の
で

農
地
以
外
の
利
用
が
で

き
ま

せ
ん
。
ま
た

、
次
に
掲
げ
る

施
設
で

市
長
の
許
可

を
受
け

た
も
の
以

外
は
、
建
築
物
等

の
新

築
・

増
築
や
土
地
の
形

質
の
変
更
な
ど
は
で

き
ま
せ

ん
。

・

農
産
物
の
生
産
集
荷
施
設

・

農
業
生
産
資
材
の
貯
蔵
保

管
施
設

・
農
産
物
の
処
理
貯
蔵
の
た

め
の
共
同
利
用
施
設

―
農
業
従
事
者
の
休
憩
施
設

―
市
民
農
園
の
た
め
に
必
要

な
一
定
の
施
設

③
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
て
か

ら
三
十
年
が
経
過
し
た
と
き
、

ま
た
は
震
業
の
主
た
る
従
事

者
が
死
亡
し
た
り
農
業
に
従

事
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場

合
、
市
に
対
し
て
買
い
取
り

の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
図
③
）。

税
制
な

ど
の
変
更

今
回
の
生
産
緑
地
法
の
改
正

に
伴
い
、
従
来
の
長
期
営
農
継

続
農
地
制
度
が
平
成
３

年
度
限

り
で
廃
止
に
な
る
（
昭
和
5
7年

度
以

降
に
認
定
を
受
け
た
農
地

に
つ
い
て

も
、
認
定
の
効
果
が

平
成
３

年
度
限
り
で
打
ち
切
ら

れ
ま
す
）
な
ど
、
市
街
化
区
域

内
の
農
地
の
土
地
利
用
上
の
条

件
に

よ

っ
て

、

税

制
の

取

り

扱

い

が

変
わ

り

ま

す

。

市

で

は

、
相

談

窓

口

・

説
明

会
を

次

の

と
お

り

設
け

ま

す
の

で

、

ど
う

ぞ

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

相

談

窓

口

期
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月
５

日

㈲
～

９

月

3
0日

向
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曜
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日
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日
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第

二
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四
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曜
日

を
除

く

〕

時

間
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・
午
前
９

時
～

午

後
５

時
（

土

曜
日

は

正

午
ま

で

）

会

場
＝
・
市

役

所

本

館
二

階

大

会

議

室

説 明 会

日 時 会 場

8/20CK)

U;

2砦

ら

相模 台小体育 館

21團 大 橋 小 体 育 館

22困 小 金 小 体 育 館

2朏 高木第二小体育館

2明 新松戸南小体育館

27W 松戸 農協会 議室

煢スリッパを持参してください。

蠢
都
市
計
画
の
区
分
に
つ
い
て

＝
都
市
計
画
課
地
域
計
画
係
、

生
産
緑
地
の
指
定
＝
公
園
緑
地

課
施
設
係
、
農
地
全
般
に
つ
い

て
＝
農
政
課
農
政
係
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
＝

資
産
税
課
課

税
係
、
相
続
税
に
つ
い
て
＝
松

戸
税
務
署｛
1
6
3－
－

１
７
１
番

保全する農地は生産緑地地区に指定さ れます

生産緑地地

区には標識が

設置されてい ます図① 市街化区域内農地の位置付け

市街化区域内農地

宅地化する農地 計画的な宅地化促進

保全する農地 生産緑地の指定

市街化調整区域
への編入

図②

生産緑地指定の

仕組み

公

聴
会

等
に
よ

る
住
民

意
見
の
反

映

原案の作成

公告･案の縦覧

知事の承認

都市計画の決定 告示および縦覧

干葉県都市計画地方

審 議 会

市の都市計画審議会

土地所有者の同意

圓
指 定要 件 の概 略

①一団の農地であること（現に農地の
形態を有していること）。

②公害または災害の防止、農林漁業と
調和した都市環境の保全の効用があ

り、公共施設等の用地に適している
こと。

③500 ぼ以上の規摸の区域であること
（他人の土地とあわせてもよい）。

④用排水その他の条件が整っていて農
林漁業の継続が可能なこと。

図③ 生産緑地指定後の仕組み

生産緑地地区に関する都市計画の決定

農地としての管理

生産緑地指定後30年経過

主たる従事者の死亡等

営農の継続 市長への買い取り

の申し出

買い取る
買い取らない

公園などの
都市施設

農林漁業者への

あつせん

農地等としての

生産緑地
行為制限の

解除
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介
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４
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時
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対
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五

十
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で
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・

若
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惠

８

月
1
5
日

團

ま
で

に

、

電

話

で

保

健
衛

生

課
へ

市

立

小

・

中

学

校

非

常

勤

講

師

募

集

資

格

健

康
で

、

小

・

中
学

校

教

諭

の
免

許

状

の

あ

る
人

勤

務

場

所

市

内

小

・

中

学
校

採

用

欠

員

が

生

じ

次

第

随

時圉

随

時

学

務
課

管

理

係
へ

県

立

松

戸

養

護

学

校

・

寄

宿

舎

教

員

を

募

集

仕

事

肢

体
不

自

由
児

童

生

徒

の

宿

泊

に

伴
う

、

身
辺

介

助

と
学

習

遊

び
の

指

導

期

間

９

月

１
日

～

平

成
４

年
1
0

月
3
1
日

資

格

高
卒
以

上

五

十
歳

以

下

の

女
性

勤

務

午

前
８

時
3
0
分
～

午
後
５

時
1
5

分

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0

分

ま
で

）

宿

直
あ

り

。

蠢

県
立

松

戸

養
護

学

校

（
栗

ヶ
沢
七

八

四
－

一
七

）

酋
8
8

－
2
1
2
8

番

国

民

健

康

保

険

料

収

納

員

（
補

欠

者

）

を

募

集

応

募
期

間

８

月
1
2
日

囲

ま

で

対

象

五

十

歳
ま

で

の

心

身

と

も
健

康
で

、
収

納

業

務

に

専

念
で

き

る

女
性

定

員

若
干

名

※

収

納
員

に

欠

員
が

生

じ

た

と

き
に

採

用

し
ま

す

（
現

在

欠
員

あ

り

）
。

蠢

国

民
健

康

保

険
課

保

険
料

収

納

係

市

立

病

院

パ

ー
ト

職

員

募

集
職

種

外

来
看

護

婦

・

病
棟

看
護

婦

・

看
護

助

手

・

外

来

ク
ラ
ー
ク
（
事
務
）
勤
務
時

間

午

前
８

時
3
0
分
～

午

後
５

時

（

相

談

に

応
じ

ま

す

）

対
象

四

十

歳

く
ら

い

ま
で

の

女
性

採

用

随

時
面

接

※

付

属

保

育

所

が
利

用
で

き

ま

す

（

看
護

婦
）
。

※

市
内

の
医

療

機
関

勤

務
の

大

は

ご
遠

慮

く
だ

さ

い

。

黷

市

立
病

院

庶

務
課

人

事

係

・
1
6
3－

2
1
7
1

内

線
2
4

1
3

番

臨

時

給

食

調

理

員

募

集

対

象

四

十
五

歳

以
下

の

人

募

集
人

員

若
干

名

勤

務

時

間

一
日

約
四

時

間

時

給

七

百
八

十

円

勤

務

場
所

小

金

北

中

学
校

圀

教

育

委
員

会

庶

務

課
秘

書

係小

金

北

学

童

保

育

所

指

導

員

募

集

対

象

高
卒

以

上
で

子

供
の

好
き
な
人
・
若
干
名

憩

小

金

北

学
童

保

育

所

｀
4
4

1
9
7
3
5

番

産

・

育

休

等

補

助

教

職

員

を

募

集

職

種

①
講

師

②

養

護
教

諭

③
技
師
（

栄
養

士
）
④

主
事
（
事

務

）

資
格

健

康

状

態
の

良

好
な
人
で
、
①
～
③
に
つ
い

て

は

、

各
相

当

示

中

学
校

教

諭

・

養
護

教

諭

・
栄
養
士

の

免

許

状
所

有

者

。

④
は

高

等
学
校
卒
業
の
人
給
与
千

葉

県

給

与
条

例

お

よ

び
経

験

に

応

じ
て

支
給

刪
一
千

葉

県
教

育

庁

東
葛

飾
地

方

出

張

所

管
理

課

登
6
1
1
2

1
2
4

番



1991 年( 平 成３年) ８ 月５ 日

ドーンと1万発松戸花火大会

８月10 日(土)打ち上げ

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
松
戸

花
火
大
会
が
、
８
月
1
0日
出
に

江
戸
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
一
万
発
の
花
火

が
、
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
夕
涼
み

が
て
ら
皆
さ
ん
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日

時
８
月
1
0日
出
午
後
７
時

3
0分
～
９
時
〔
雨
天
・
荒
天
の

場
合
は
1
7日
出
に
延
期
〕

会
場

松
戸
商
工
会
議
所
先
の

江
戸
川
河
川
敷
（
松
戸

駅
西
口

か
ら
徒
歩
七
分
）

内
容

打
ち
上

げ
花
火
・
仕
掛

け
花
火
な
ど
一
万
発

交

通

規

制

に

注
意

し

ま

し

ょ

う

当
日

午
後
６

時
3
0分
～
1
0時

の
聞
、
交
通
規
制
を
実
施
し
ま

す
。
下

表
の
交
通
規
制
図
を
参

照
し
て

く
だ
さ
い
。

※
交
通
規
制
標
識
、
交
通
係
員

の
指
示
に
は
必
ず
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
、

車
や

自
転
車
で
の

ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

蠢
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（

商
工
会
議
所
内
)
e
6
4－
3

1
1
7

番

花
火
大
会

交
通
規
制
図

三郷市側 から打ち上げら れます

見るときはマナーを守りましょう

①危険区域には絶対に入らないようにし

ましよう。

②警備員の指示には従いましよう。

③幼児には住所・氏名入りの名札を付け

ましよう（迷子は

大会本部の迷子救

護所へ）。

④ごみは各自で

持ち帰りま

よう。

人形劇フェスティバルを松戸で開催

国民文化祭ちば'91
主な内 容

オープニングセレ モニー

メーンステージ

(全国各地の人形劇団の公演)

特別公演(予定)
①海外人形劇 テアト ル・デル・ド

ラゴ劇団(イタリア)

②伝統人形劇 八王子車人形西川古
柳座

③現代人形劇 人形劇団ひとみ座

人形劇フォーラム

人形展示

人形劇の市内パレ ード その他

全
国
各
地
か
ら
人
形

劇
団
が

集
ま
り
、
市
内
で
同
時
上

演
す

る
ほ
か
、
人
形
劇
フ
ォ
上

フ
ム

な
ど
も
行
い
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

期
日
＝
八

月
2
3日
冊
・
2
4日

収
会
場
・
＝
市
民
会
館
・
市
民
劇

場
・
婦
人
会
館
ほ
か

費
用
＝・
無
料

圜
市
立
図
書
館
奉
仕
第
二
係
酋

6
5
1ｒＤ
１
１
『
り番

市長の窓

松
戸
市
の
消
防
体
制
に
つ
い
て宮

間
満
寿
雄

今
回
は
松
戸
市
の
消
防
体

制
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

消
防
体
制
は
大
き
く
分
け

て

、
市
の
職
員
で

あ
る
消
防

職
員
が
そ
の
任
に
当
た

る
常

備
消
防
と
、
市
民
の

有
志
に

よ
る
奉
仕
で
組
織
さ
れ
、
市

の
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
活

動
す
る
消
防
団
と
が
あ
り
ま

す
。消

防
団
の
活
躍
に
つ
い
て

は
、
以

前
に
書
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で

、
今
回
は
常

備
消
防
体
制
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

松
戸
市
に
は
現
在
、
一
つ

の
消
防
局
と
八
つ
の

消
防
署

が
あ
り
ま
す
。

消
防
局
は
消
防
局
長
を
頂

点
と
し
、
そ
の
下
に
次
長
、

総
務
・
予
防
・
警
防
の
担
当

参
事
監
が
あ
り
、
そ
の
下
に

六
つ
の
課
が
あ
り
ま
す
。
消

防
の
責
任
者
は

消
防
局
長
で

消
防
局
も
各
消
防
署
も
、
局

長
の
指
揮
の
下
に
入
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
八
つ
の
方
面

隊
に
分
か
れ
て
お
り
、
八
つ

の
消
防
署
と
う
ま
く
連
携
が

と
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て

い
ま
す
。

常
備
消
防
の
職
員
数
は
四

百
三
十
二
人
で
す
が
、
松
戸

市
は

、
全
国
の

類
似
都
市
の

状
況

と
比
べ
て
み
て

、
勝
る

と
も
劣
る
こ
と
は
な
い
配
置

を
し
て
い
ま
す
。

消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、

普
通
消
防
車
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら

、
化
学
消
防
車
・
は

し
ご
付
き
消
防
車
な
ど
の
消

防
車
両
、
救
助
工

作
車
な
ど

の
特
殊
車
両
、
救
急
車
そ
の

他
の
車
両
を
含
め
ま
す
と
、

合
計
で

七
十
六
台
に
も
な
り

ま
す
。

こ
の
外
に
、
消
防
団
が
各

分
団

ご
と
に
所
有
す
る
小
型

消
防
車
両
が
あ
り
ま
す
。

さ
て

平
成
２
年
中
の
一
一

九
番
受
付
状
況
を
み
る
と
、

火
災
・
救
急
・
風
水
害
等
の

災
害
通
報
が
一
万

五
百
余
件
、

災
害
以
外
の
通
報
が
一
万

二

千
四
百
余
件
、
合
計
で
約
二

万
三
千
件
の
受
付
数
と
な
り

ま
す
（
平
成
３

年
上
半
期
の

火
災
・
救
急
・
救
助
概
要
は
４

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

こ
の
う
ち
救
急
の
件
数
は

九
千
六
百
余
件
で
す
。

一
日
当
た
り
の
受
付
数
は

約
六
十
三
件
。
二
十
三
分
に

一

件
の
割
合
で
通
報
が
あ
る

勘
定
と
な
り
、
多
い
日
に
は

一
日
百
十
四
件
の
通
報
が
あ

り
ま
し
た

。

ま
た
、
困
っ
た
こ
と
に
、

二
万

三
千

件
の
う
ち
間
違
い

や
い
た
ず
ら
電
話
が
約
七
千

四
百
件
も
あ
り
ま
す
。
間
違

い
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、

い
た
ず
ら

が
多
い
の
は
困
っ

た
も
の
で
す
。

市
は
現
在
遂
行
中
の
五
か

年
計
画
で
、
大
金
平
お
よ

び

八
ヶ
崎
に
消
防
署
を
新
設
し

、

市
内
を
十
署
体
制
に
す
る
こ

と
に
し
て

い
ま
す
。

や
が
て

松
戸
市
も
、
人
口

五
十
万
と
な
り
ま
す
の
で

、

人

口
五
万

人
に

一
つ
の
消
防

署
を
持
ち
、
い
つ
ど
こ
へ
で

も
五
分
以
内
に

消
防
車
が
駆

け
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ

と
を
、
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

他
の
類
似
都
市
と
比
べ
て

も
、
松
戸
市
が
最
も
消
防
体

制
の
充
実
し
た
都
市
で

あ
る

こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。先

に
、
全
国
に
誇
れ
る
消
防

訓
練
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
た

松
戸
市
で

す
が
、
消
防
署
の

十
署
体
制
を
ま
ず
完
成
し
、

つ
い
で

さ
ら
に
人
員
と
車
両

の
整
備
・
充
実
に
努
め

、名

実

共
に
日

本
に
冠
た
る
消
防
体

制
を
確
立
し
、
市
民
の
生
命

・
財
産
を
守
る
役
目
を
果
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

歯
を
大
切
に

よ
く
噛
め
ば
ボ
ケ
が
防
げ
る

ボ
ケ
に
は
、
血
管
が
詰
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
も
の
と
、
脳
神
経
細

胞
の
委
縮
に
よ
っ
て

引
き
起

こ
さ
れ
る
も
の
と
の
二
つ
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

食
物
を
食
べ
る
と
き
に
は

も
ち
ろ
ん
顎
（
あ
ご
の
筋

肉
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
と

同
時
に
、
耳
の
穴
の
一
～
二

惣
前
に
あ
る
顎
の

関
節
も
使

い
ま
す
。

そ
の
顎
の
関
節
の
近
く
に

は
、
脳
に
血
液
を
送
り
込
む

重
要
な
血
管
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
噛
（
か
）
む
こ

と
に
よ

っ
て
顎
の

関
節
を
動
か
し
、

血
管
を
刺
激
し
て

、
ポ
ン
プ

の
よ
う
に
新
鮮
な
血
液
を
た

く
さ
ん
脳
に
送
り
込
み

、
ス

ム
ー
ズ
に

古
い
血
液
を
心
臓

に
送
り
返

す
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。

歯
を
失
い
、
よ
く
噛
め
な

く
な
れ
ば
、
当
然
血
液
の
流

れ

も
悪

く

な

り

、
血

管
も
つ

ま

り
や

す

く

な

る
と

考

え

ら

れ

ま

す
。

ま

た
、

神

経

細
胞

の

委

縮

に
よ
る
ボ
ケ
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ

ー
型
）

に

対

抗

す

る
に

は

、

頭

を

よ

く
使

っ
て

神

経

細
胞

を

活

発
に

さ
せ

る
こ

と

が
、

重
要

に

な

っ
て

き

ま

す

。

手

先

を

使
う

人

は

ボ

ケ
な

い

、

と
よ

く
い

わ

れ

ま

す

が
、

声
を
出
し
た
り
、
唇
を
動
か

し

た

り

、

咀
嚼
（
そ

し

や

く

）

〔
顎
を
動
か
し
、
歯
で
噛
ん

で

、
唾

液

を

出
し

、

舌

を

使

っ
て

飲

み

込

む
こ

と

〕

す

る

た
め

に

は

、

手
や

足

と

同
じ

よ

う
に

、

た

く

さ
ん

の

脳

細

胞

を
使

う
こ

と
に

な

り

ま

す
。

歯
を
失
え
ば
、
噛
む
こ
と

が

少
な

く

な

り

、
脳

細

胞

も

あ

ま
り

使

わ

な

く

な

り
、

ボ

ケ

が

進
む

大

き

な

原
因

と

な

る

と

考
え

ら

れ

ま
す

。

（

松
戸
歯
科

医
師
会
）
’

レスキュ ー隊も訓練に励んでいます



第７６０号

平
咸
３
年
上
半
期
１
月
↓
0
6
月
）
消
防
概
況

百
六
件
の
火
災
が
発
生

火

災

の

あ

ら

ま

し

今
年
１
月
か
ら
６
月
末
日
ま

で

に
市
内
で
発
生
し
た
火
災
は

百
六
件
で

、
昨
年
同
期
の
百
九

件
と
比

べ
、
横

ば
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
約
一
・
七

日
に
一
件
の
割
合
で
火

災
が
発

生
し
た
こ
と
に
な
り
、
昭
和
5
7

年
か
ら
今
ま
で
の
期
間
で
見
る

と

、
年
間
で
二
百
件
を
超
え
た

昨
年
に
並
ぶ
高
い
発
生
率
で
す

火
災
に
よ
る
死

傷
者
は
二
十

一
人
（
昨
年
同
期
三
十
人
）で

、

こ
の
う
ち
死
者
四
人
（
同
七
人
）

負
傷
者
十
七
人
（
同
二
十
三
人
）

と
、
ど
ち
ら
も
昨
年
同
期
に
比

べ
減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
原
因
の

う
ち
、
一
番

多
い

の

が
「

放
火

・

放
火
の

疑
い
」
に
よ
る
も
の
二
十
二
件

で
、
二
番
目
は
「
コ
ン

ロ
」
に
よ

る
も
の

が
十
四
件
。

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
は
、す

べ

て

油
な
べ
な
ど
を
置
い
た
ま
ま

「
消
し
忘
れ
た
」
「
そ
の
場
を
離

れ
た
」
こ
と
か
ら
発
生
し
て

お

り
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
油
な

べ

に
火
が
入

っ
た
」
も
の
で
す
。

三
番
目
が
「
ス
ト
ー
ブ
」
で

十

二

件
、
四

番
目

が
「
火

遊
び
」

で

十
一
件

、
五

番

目

が
「
た

ば
こ

」

で

九

件
と

な

っ
て

い

ま
す

。

火

災

を
種

別

ご
と
に

見
て

み

る
と

、

建

物
火

災

が

七

十
四

件

と

全

体
の

約
七

〇
％
（
昨
年
同
期

八

十

五

件

、
全

体

の
約

七

八
％

）

『
を
占

め

、

車

両
火

災

が

九
件

、

枯

草

な
ど

が

燃
え

た

と

い

っ
た

そ
の

他
の

火

災

が
二

十

三

件
と

な

っ
て

い

ま

す

。

通報を受けて、 ただちに現場へ向かう 消防車

火災出火原因 建物焼損棟数 1匐棟

１
放火
放火の疑い 22件 全 焼 20棟

２ コ ン ロ 14件 半 焼 フ棟

３ スト ーブ 12件 部分焼 92棟

火災損害額…約４億5169万４干円

救
急
活
動
の
あ
ら
ま
し

救
急
車
の
出
場
件
数
は
五
千

百
十
一
件
で
、
昨
年
の
同
期
と

比

べ
る
と
三
百
三
十
四
件
（
七

・
〇
％

）
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ

は
、
一
日
二
十
八
件
、
五
十
一

分
に
一
回
の
割
合
で

救
急
車
が

出
場
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

圭
た

、
救
急
車
で
病
院
へ
運

ば
れ
た
人
は
四
千
九
百
十
四
人

で

、
こ

れ
は
市
民
の
九
十
三
人

に
一
人

が
運
ば
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

救
急
車
の
出
場
件
数
な
ど
が

増
え
た
要
因
と
し
て

は
、
交
通

事
故
の
増
加
や
疾
病
構
造
の
変

化

、
さ
ら
に
は

高
齢
化
社
会
の

一
層
の
進
行
な
ど

が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。 １１９番通報は

正しくはっきり落、落ちついて

一

一
九

番

の

通

報
は

、

慌
て

て

電

話
し

て

く

る

方
が

多

い
で

す

ね

。
落

ち

着

い
て

と

い

っ
７‐

も

難
し

い

で

し

ょ

う
が

、

言
っ

て
い
る
こ
と
が
、
な
か
な
か
分

か

ら

な
い

場

合

が

あ

り
ま

す

。

私
た
ち
は
「
一
一
九
番
で
す
。

火
事

で

す

か

、

救

急
で

す

か
」

と

最

初
に

聞

き

ま

す
の

で

、

そ

の
後
は
正
し

く
、
は
つ

き
り
と

話
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
近
く
に

あ
る
、
目
標
ど

な

る
建

物
な

ど
、

確
認

し
て

お
く
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
な
ど
の
い
た
ず
ら
電
話
で
困

る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

消防局指令課

浅野 正弘

放火されないために

E〉家の周りに段ボールなど燃えや

すい物を置かない

C〉ご みは収集日 の朝、ご み置き場

に出す

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

C〉コンロ( レンジ) から離れると

きは、必ず火を消すよう習慣づ

ける

E〉コンロ の周囲に燃えやすい物を

置かない

【〉使い終わつたら元栓を閉める

たばこによる火災を防ぐために

E〉寝たばこは絶対にしない、させ

ない

l〉歩行中、作業中のくわえたばこ

や、投げ捨てはしない

火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

こ

う
す
れ

ば
防
け
る

事
故
種
別
救
急
出
場
件
数

救

助

の

あ

ら

ま

し

火
災
あ
る
い
は
交
通
事
故
な

ど
で
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
救
助
出

場
し
た
件
数
は
百
三
十
二
件
で

昨

年
同

期
に

比

べ
二

十
三

件

（
二

丁

一
％
）
も
増
加
し
て

い

ま
す
。
こ

れ
は
、
交
通
事
故
、

建
物

な
ど

に
よ

る

事
故
の

出

場
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要

因
で

す
。

全
出
場
の
う
ち

、
火
災
に
よ

る
出
場
は
七
十
二
件
、
そ
の
他

の
出
場
（
交
通
事
故
な
ど
）は
六

十

件
。
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
に
救
助

さ
れ
た
人
は
四
十
五
人
で

、
昨

年
同
期
の
二
十
三
人
に
比
べ
。

一
・
九
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蠢
消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3－

1
1
1
1

内
２
１
７
番

一刻を争う救急活動

児
童
扶
養
手
当

８
月
期
分
を
支
給
し
ま
す

郵
便
局
で

受
領
し
て

い
る
人

は
８
月
1
2日
側
か
ら
、
口
座
振

り
込

み
の

人

は
８

月
1
9
日

㈲

か
ら
受
け
取
れ
ま
す
。

黯

援
護
課

援
護
係

平

成
３

年
度
児
童

扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養

手
当
の

現
況
届
の

受
け
付
け

今
月
初
旬
に
、
平
成
３

年
度

児
童
扶
毀
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
を
送
り
ま
す

県
で

は
、
今
年
度
か
ら

事
務

の
電
算
化
を
行
う
た
め
、
受
付

期
間
内
に
提
出

さ
れ
ま
せ
ん
と

1
2月
の
定
時
払
い
に
は
間
に
あ

い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
ご・
８

月
1
2日
㈲
～

９
月
1
0日

㈹

″
日
曜
日

、
第
二
・
第
四
土
曜

日
は
除
き
ま
す
。

蠢
児
童
扶
養
手
当
＝

援
護
課
援

護
係
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝

し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

第

６

回

国

民

文

化

祭

ち

ば
9
1

「

ヤ

ン

グ

ミ

ュ

ー

ジ
ッ

ク

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

の

出

場

者

募

集

１１
一
月
2
2
日

窗

午

後
５

時

開

演

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
費
用
無
料

匣

８

月
2
0
日

㈹

必

着
で

演

奏

テ

ー

プ

（

ビ

デ

オ

テ

ー

プ

も

可

）

に

、

応
募

用

紙

と
で

き
れ

ば
写

真

を
添

え

て

、
〒
2
8
0千
葉

市
市
場
町
一
―
一
第
六
回
国
民

文
化

祭

千

葉

県

実
行

委

員

会
事

務
局
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係
（
｛
。
0
4
7

2
－
2
3
－
2
4
4
9

番

｝
へ

※

応

募
は

個

人

・

グ
ル

ー
プ

を

問
い

ま

せ

ん

。
曲

は

オ

リ

ジ

ナ
ル

ー
コ

ピ

ー

、
ジ

ャ
ン

ル

、

演

奏

形

態

な

ど

自

由

。

二

曲

ま
で

。

ト

レ

ー

ス

中

級

講

習

会

８

月
1
7
日

出

・
1
8
日

照

、

午

前
９

時

～

午

後
４

時

会

場

我

孫

子

高
等

技

術

専
門

校

定

員

二

十

人
（
抽

選
）

費

用

無
料

匣
８
月
1
0
日
出
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号

・

職

業

を
明

記
し

て

、
〒
2
7
0工
1
1
1
1

一

我

孫
子

市

久

寺

家
六

八

四
ｉ

一

我
孫
子

高
等
技

術
専

門

校
（｛
。
0

4
7
1
1
8
4
－
6
4
1
1

番

｝へ

納
期
を
守
り
ま
し
よ
う

安全確実な口座振替のご利用を

手数料・保険料・各種税

４

市

・
県

民

税
（

第

二

期
納

期

限

）
・
＝
９

月

２

日

奉

特

別
土

地

保
有

税
・
＝
９

月
２

日

奉

事

業
所

税
・
・・
６

月

決

算
の

法

人

と
６

月

中

に

事
業

所

用

家
屋

を

新

・
増

築

し

た

建

築

主
は

、
８

月

が

申

告
納

付
月

で

す

。

奉

国

民
年

金

保

険
料
・
・・
８

月

分

奉

国

民

健
康

保

険

料
（
第

三

期
納

期

限

）
＝
・
９

月
２

日

早
め

に

納

付

（
納

入

）

お
願

い
し

ま

す

。



1991 年(平成３年)８月５日

平成３年度者都営八柱霊園

埋葬場所を公募します

公
募
数
：
・
一
般
埋
葬
場
二

百
六

十

一

ヵ

所
、

芝

生

埋

葬
場

所

九
ヵ

所

、
壁

型

埋

葬

場

所
百

力
所
の

合

計

三
百

七

十
ヵ

所

受
付

期

間
・
＝
８

月
2
8
日

困

～

９
月
４
日
困
（
土
曜
日
の
午
後

と
日

曜
日

を

除

く
）

受
付

時

間

Ｅ

午

前
９

時
3
0
分

Λ

１１‥一
時
3
0
分

と

午

後
１

時

～
４

時

受
付
場
所
・：
都
庁
第
二
本
庁

舎
一
階
ホ
―
ル

申
請
資
格
＝・
①
現
に
埋
葬
す

べ
き
遺
骨

が
あ
り
、
証
明
を
提

示
で

き
る
②
申
込
遺
骨
の
祭
祀

の
主
宰
者
（
法
人
を
除
く
）
で
あ

る
③
一
年
以
上
継
続
し
て
松
戸

市
内
（
都
内
か
ら
の
継
続
を
含

む
）
に
居
住
し
て
い
て

、
証
明

を
提
出
で

き
る
。
以
上
の
条
件

を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と

必
要
書
類
＝・
①
居
住
の

証
明

＝

住
民
票
ま
た
は
登
録
済
証
明

書
②
遺
骨
の
証
明
＝
肺
埋
火
葬

許
可
証
出

都
営
納
骨
堂
の
使
用

券
Ａ
ま
た
は
使
用
許
可
証
㈹
収

蔵
証
明
書
叫
埋
蔵
証
明
書
の
い

ず
れ
か
一
つ

匣
受
付
期
間
中
に
必
要
書
類
と

四
十
一
円
切
手
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
公
開
抽
選
は
９

月
1
3日
齏
午

前
1
0時
か
ら
都
庁
第
二
本
庁

舎
一
階
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。

蠢
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部

霊
園
藍
1
0
3－
5
3
2
0

－
5

3
9
3

番

子どもたちの遊び場にもなっている霊園内

使用料と管理料

水
は
大
切
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う

最

近

、

首

都
圏

の

水
需

要
の

増
大
と
と
も
に
、
夏
の
水
不
足

が

慢
性

化
し

て

い

ま

す

。
昨

年

の

プ

ー
ル

な
ど

の

一

時

使
用

休

止

、
一

部
地

域

で

の

減

水
・
断

水

も
記

憶

に

新
し

い

と
こ

ろ

で

す

市
内

の

家

庭
で

使

わ

れ
て
い

る

水
道

水
の

ほ

と

ん

ど
は

、
汀

戸
川
の
水
を
浄
水
処
理
し
て
得

ら

れ
た

も

の
で

す

。

し

か

し

、
江

戸

川

の

水
も

無

限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
節
水
や

家
庭
で
水
を
大
切
に
使
う
気
配

り
が
、
大
き
な
水
の
節
約
と
な

り
ま
す
。
水
は
大
切
に
使
い
ま

し

ょ
う
。

蠢

県
営
水
道
＝

県
水
道
局
松
戸

営
業
所
・
1
6
8
－
6
1
4
1

番
、

市
営
水
道
Ｌ

市
水
道
部
庶
務
課

※
市
営
水
道
に
つ
い
て

は
、
８

ペ
ー
ジ
「
こ
の
数
な
あ
に
？
」

で
ふ
れ
て

い
ま
す
。

じゃ口の開閉は

こまめに

洗車は

バケツ洗いで

歯みがきは、

コップ に水をくんでから

シャワーはこまめに止めながら

ふろ の水も再利用

洗 濯は

ためすすぎで

市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

8/6W 夏休みこども映画大会 （応募制）
10

憫

O(〕
O(〕

11(日) 耀峰会民謡大会 10:30

18《日)
東京児童劇場 人形劇「ヘンゼルとグレ ーテル」ほか

☆（前売り制･当日券あり）
10
13

30
30

21伽 松戸市平和コンサート 「ダ･カーポ」（応募制） 15:00

24山 ファミリー映画会｢ ごﾊﾉぎつね｣ほか ☆(前売り 制･当日券あり) 10:00

2肺 松戸児童合唱団定期演奏会 14:00

9/1(日) 陷藤会舞踊発表会 10:30

５困 さとう宗幸 野の花コンサート ☆(前売り制) 18:30

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

黷市民会館S68-1237 ～9 番

市 民 劇 場

期 日 内 容 開園予定時間

8/10(1) 詩吟発表会 10:30

23愬 夏休み親子映画鑑賞会 14:00

24(±) ピアノ発表会 14:〔)0

25(日) エレクト ーン発表会 13:〔}0

3腟 住友生命コンサート 18:〔}0

9/1(1日) 民謡発表会 10:30

７山 木内和栄ソプラノリサイタル ☆ 15:00

８(日) ピアノ・エレクト ーン発表会 13:30

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です，

鷓市民劇場068-0070 番

松戸駅市民ギャラリー

期間 ８月16日鬯まで ８月17日(ﾆﾛ～８月30日圀 ８月31日山～９月６日咄

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大井 藤一郎

ポルトガ ル紀行

スケッチ展

戸塚 ゆらい

布で描く絵画

｢森の住人たち｣
桐 村 修

写 真 展
串田 勝美

洋画展

松 溪 会

かな書道展

黷社会教育課成人教育係

文化ホールギャラリー

期 間 内 容

8/11(1日)まで 平和パネル展

2腴 ～25(日) 松戸市書道連盟展

27(刈～9/1(1日) 第16回 朴山会書展

28(水卜9/1(1日) 利根川100景 写真展

休 館 日…月曜日・祝日 ・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時（初日と最終日は変更もあります）

黯文化ホール昔67－7810番

おはなしギャラバン

入場無料・３～９歳くらいが対象

醺市立図書館fi65 ―5115番

期 日 時 間 会 場

8/22困
午後３時

Ｓ

４時

稔台市民センター

23剛 古ヶ崎市民センター

2謝 図書館本館

29困 小金北市民 センタ ー

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)S63 ―9999番

９
月
か
ら
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン

」

が

ス

タ

ー
ト

融

資

限
度

額

百

五

十

万

円

（
在

学

中
の

費

用

は
五

十

万

円

）

融

資

期

間

五

年
以

内

（
高

校

・

短

大

・

各

種
学

校

な

ど
）

、

六

年
以

内
（
大

学
・

高

専

）

据

え

置

き
期

間

在

学
期

間
以

内

（
四

年
以

内

）

用

途

入

学
金

・

受

験
費

用

・

学
費

・

下

宿
代

・

通

学

費

頸

国

民

金

融
公

庫

松

戸

支
店

容

6
7－

１
１
（
ｊ
１

番

「

資

源

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

大

切

に

す

る

」

標

語

・

ポ

ス

タ

ー

・

作

文

を

募

集

内
容

省
資

源

・

省
エ

ネ
ル

ギ

ー
や

「

も
の

を

大
切

に

」

を
呼

び

掛
け

る
も
の

対
象

小

学

生

・

中

学
生

・

一

般

応

募

要

領

①
標
語
＝
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き

一
句
②
ポ
ス

タ
ー
＝

四
つ

切

三

十

八

惣
×

五

十
四

碧
）

程

度
の

画

用

紙
で

③
作

文
＝

四

百

字

詰

め

原
稿

用

紙
三

枚
以

内

惠

９

月
3
0
日

興

ま
で

に

、

作

品

に

住

所
・

郵

便

番

号
・

電

話

番

号

・
氏

名

（
ふ

り

が
な

）

、

小

・

中

学
生

、

高

校

生
は

学

校

名

・

学

年
・

学

校
の

住
所

を

記
入

し
て

、
〒
2
6
0
－
9
1

千
葉

中

央

郵

便

局
私

書

箱
四

〇

号
千

葉

県

企

画

部

県
民

生

活

課

県
民

運

動

推

進

班
(
f
1
0
4
7
2
1
2
3

－
2

2
9
0

番

）
へ

京

成

バ

ス

の

定

期

券

を

、

松

戸

駅

西

ロ

バ

ス

案

内

所

で

販

売販
売
時
間
（
月
～
金
）
午
前
１
１

時

～

午

後
１

時

、

午

後
２

時

～

７

時

、

出

午
後

１

時
～

５

時

残

京
成

電

鉄

松
戸

営

業

所
｛
。
6
2

－
1
2
5
5

番

、

市

役
所

交

通

計

画

課

放

送

大

学

平

成

３

年

度

第

二

学

期

学

生

募

集

募
集
生
①
全
科
履
習
生
‥
Ｈ
卒

業
を

め

ざ

す
学

生

②

選

科
履

習

生
＝

一

年

間
在

学

す

る

学

生
③

科
目

履

習

生
＝

一
学

期

間
在

学

す
る
学
生
④
特
修
生
１
全
科
履

習
生

を

め

ざ

す

学
生

募

集
人

員

①
二

千

人

②

③

④
六

千
人

出

願
受

付

８

月
1
5
日

團

ま
で

授

業

開
始
1
0
月

１

日

収

※

募

集

要

項
は

、
放

送

大

学
本

部
な

ど
で

配

布
す

る

ほ
か

、

ハ
ガ
キ
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

黷

放

送
大

学

本

部

（
〒
2
6
0千

葉

市
若
葉
二
ー
一
一
容
0
4
7

2
－
7
6
－
5
1
1
1

番

心

の

輪

を

広

げ

る

体

験

作

文

を

募

集

内
容
・
・・
学

校
や

社
会

生

活
で

、

障
害
を
持
つ
樋
人
と
持
た
な
い
人

の
ふ

れ

あ

い

体

験

を
通

し
て

、

学
ん

だ
こ

と

感

じ

た
こ

と

な

ど

采
発
表
の
も
の
に
限
る
）

応
募
資
格
Ｅ
小
学
生
以
上
の
人

応

募
方

法
・
＝
小
・
中
学

生

は

、

四

百

字
詰

め

原

稿

用
紙
一
〒

四

枚

、
そ

れ

以

外

は

五
～

八

枚

程

度

。

別

紙
に

タ

イ

ト
ル

・

氏

名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
生
年
月
日
）

・

性

別

・
職

業

・

学
校

・

学

年

・

住

所

・
電

話

番

号

・
参

考

事

項
（
障
害

の

有

無

な

ど
）
を

記

入

し
て

く

だ
さ

い

。

″

最

優
秀

受

賞

者

は

、
1
2
月
９

日

側
に
東
京
で

開
催

す

る
「
障

害

者
の

日

・

記

念
の

集

い

」

で

表

彰
し

ま

す

。

匣

９

月
９

日

㈲

〔
当
日

消

印

有

効

〕

ま
で

に

、

郵

送
２
ｙ
2
6
0
－

9
1
千
葉
市
市
場
町
一
ー
一
千
葉

県
庁

社
会
部
障
害

福
祉

課
(
0
0

4
7
2

－
2
3
－
2
3
0
6

番
）

へ

み
ん
な
の
力
で
の
ば
そ
う

地
下
鉄
1
1
号
線

＼一般埋葬所

（1 「Tf当たり ）

芝生 埋葬場所

(lm' 当たり)

璧型埋葬場所
(1ヵ所当たり)

使用料 53,000円 59,000円 435,000円

管理費 310円/年 520円/年 Z80円/年



第 ７６０ 号

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催

し

物

松

戸
市

歩
こ

う
会

井
の

頭

恩

賜
公
園

・
神

代
植

物
公

園

散
策９

月
１
日
収
午
前
７
時
松
戸

駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集
合
、

午
後
３

時
ご
ろ
現
地
解
散
の
予

定

〔
小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合

は
８
日
㈲
に
延
期
〕

行
き
先

井
の
頭
恩
賜
公
園
（
三
鷹
市
）
、

神
代
植
物
公
園
（
調
布
市
）
、
徒

歩
約
十
冫

費
用
保
険
料
な
ど

一
人
三
百
円
（
一
家
族
四
人
ま

で

五
百
円
）
、
交
通
費
（
片
道
）

と
入
園
料
（
六
十
五
歳
以
上

無

料
、
証
明
書
必
要
）
千
四

十
円

持
ち
物
弁
当
・
水
筒
・
雨

具

定
員
先
着
二
百
人

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
―
一
矢
切
公
民
館
内
松
戸

市
歩
こ
う
会
実
行
委
員
会
（
｛
1

6
8－
1
2
1
4

番
｝
へ

矢

切
公

民

館
サ

ロ
ン
コ

ン

サ

―
ト８
月
1
0日
出
午
後
Ｏ
時
1
5分

～
Ｏ
時
4
5分

会
場
総
合
福
祉

会
館
一
階
ロ
ビ
ー

出
演
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン

グ
愛
好
会

費
用
無

料蠢
矢
切
公
民
館

｀
6
8
j
1
2
1

4
番

身
元
不
明
者
を
捜
す
相
談
所

を
開
設

黜
警
察
本
部
鑑
識
課
四
〇
４
７

２
－
2
7－
9
1
3
1

番
、
松
戸

警
察
署｛
1
6
9－
0
1
1
0

番

期 日 時 間 相談所

8/23鬯

午前９時

～
午後４時

柏警察署

8/31まで
(土・

日

を除く毎
日)

警察本部
鑑 識 課

第
４

回
枝
豆

の
つ

ど

い

８

月
2
5日
聡
午
前
1
0時
松
戸

駅
西
口
千
葉
銀
行
前
集
合

会

揚
江
戸
川
河
川
敷
（
松
戸
三
郷

有
料
橋
下

）

費
用
男
性
千
万

百
円
・
女
性
千
円

内
容
自
分

で
収
穫
し
た
枝
豆
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で

楽
し
く
語
り
合
う

蠢
松
戸
市
青
少
年
ク
ラ
ブ
協
議

会
・
小
貫｛
1
8
7－
0
5
6
1

番

（
午
後
７
時
以
降
）

世

界

平

和

都

市

宣

言

事

業

親

子

映

画

鑑

賞

会

８

月
2
3
日

窗
午

後

１

時
3
0
分

開

場
、

午

後
２

時

開

演

会

場

市

民
劇

場

費

用

無

料

内

容

山

口
百

恵

主

演

「

野
菊

の

墓

」

「
夏

服
の

少

女
た

ち

」（
平

和

ア

ニ
メ

）
定

員
三

亘

二
十

二
人
（

申

し

込
み

は

親

子
で

）

惠
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
希
望
人
数
（
ハ

ガ

キ

ー
枚
に

三

人

ま
で

）

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市
根

本

三

八
七
―
五
松
戸
市
役
所
総
務
部

庶

務

課

庶
務

係

へ

地
域

子
育
て

相

談

９
月
2
4日
㈹
〔
時
間
は
予
約

制
〕

会
場
婦
人

会
館

費
用

無
料

対
象
乳
児
期
か
ら
少
年

期
ま
で
の
子
供
を
持
つ

親

惠
８
月
2
0日
㈹
ま
で
に
、
電
話

で
千
葉
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

成
人
教
育
係
(
0
0
4
7
2

－

2
3－
4
0
7
2

番
）
へ

ゆ
う
ゆ
う
映
画
観
賞
会

期 日 時間 作 品

8/6C 火)

盂
み
ご

野菊の墓

７圉 お嬢吉三

８困 男はつらいよ｢口笛をふく寅次郎｣

９廊 典子は今

会
場
常
盤
平

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象
市
内
在
住
で
六
十

歳
以
上
の
人
（
小

学
生
の

同
伴

可

）
各
先
着
八
十
人

費
用
無

料茴
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

a
8
6－
0
2
0
1

番

消

防

団

夏

季

特

別

訓

練

大

会

８

月
2
0
日

㈹

午
前

８

時
～

正

午

〔
雨

天

の

場

合
は
2
2
日

出
に

延

期

〕

会

揚

消
防

訓

練

セ
ン

タ

ー

内

容

消

防
操

法

競
技
（
一一

十

五
の

分

団

が

出
場

予

定

）

蠢

消

防
局

総

務

課
四
6
3－
1
1

1
1

内

線
Ｑ
Ｊ
１

ら乙
番

県

民

カ

レ

ッ

ジ
（

野

田

市

）

９

月
４

日

工
1
1
1
1

一
月
2
7
日

の

毎

週

水
曜

日

、

午
後
１

時
3
0
分

～

４

時

会

揚
野

田

市

中

央
公

民

館

内

容
い

き

い

き

余
暇

ラ

イ

フ

を
め

ざ
し
て

費
用

無

料
（

交

通
費

等

の
自

己

負

担

あ
り

）

定

員

先

着
百

人

（
六

回
以

上

参

加

で

き

る
人

）

惠

８

月
1
9
日

㈲
～
2
6
日

側

の

間

に

、

電

話
で

野
田

市
教

育

委

員

会

社

会

教
育

課
(

≪
0
4
7
1

1
2
3－
3
1
0
5

番

）

へ

矢

切
公

民
館

名
画
劇

場

「
次
郎
物

語
」

８

月
2
5日
聞
午
後
１
時
3
0分

か
ら

会
場
矢
切
公
民
館
ホ
ー

ル

費
用

無
料

定
員
百
七
十

人圉
直
接
ま
た
は
電
話
で
矢
切
公

民
館
・
1
6
8
1
1
2
1
4番
へ

と
も
し

び
読
書

会

８

月
2
2日
團
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
「
海
か
ら
の

贈
物
」
リ
ン

ド
バ

ー

グ
夫
人

著

費
用

五
百
円

（
初
め
て
の
人

は
無
料
）

黯
徳
島
四
8
8－
1
8
8
0

番

サ
ー
ク
ル

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

僮

友

会

毎
週

日

曜
日

、
午

後
１

時
3
0

分

～
４

時
3
0
分

会

場

常

盤
平

第
三

小

学

校

費
用

半

年

分
五

百
円

（
入

会

金
五

百

円

）

黯
池

田
・
‘
8
6－

9
2
8
1

番

日

本

画

教

室

毎

週

金

曜
日

、

午

後
１

時
～

４

時

会

場

矢

切

公

民
館

費

用
月

五

千

円

（
入

会

金
な

し

）

蠢
古

田

四
6
3－
4
8
4
8

番

（
午

後
６

時

以

降

）

健

康

づ

く

り

体

操

サ

ー

ク

ル

毎
週

木
曜

日

、

午
前
1
0
時

～

‥1
1
1
1

一
時
3
0
分

会

場
明

市

民

セ
ン

タ
ー

費

用

年

四

千

七

百

円

（
入

会
金

三

百

巴

固

平

松

四
6
2
1
9
0
0
5

番

健
康

体
操

連
盟

・
健

友
会

毎
週
土
曜
日
、
午
後
３
時
～

４

時
3
0分

会
場
運
動
公
園
小

体
育
室

対
象
女

性

費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
五
百
円
）

黯
山
本
四
8
6
1
0
7
8
8
番

さ
つ

き
茶

道

会

（
裏
千
家

）

毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日
、

午
後
１
時
～
６
時
会
場
明
市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
四
千
円

（
入
会
金
五
百
円
）
’

蠢
平
川

｀
6
1－
0
7
7
7

番

松
警

少
年

剣
友

会

毎
週
木
曜
日
午
後
５
時
か
ら

と
毎
週
土
曜
日

午
後
３
時
3
0分

か
ら

会
場
松
戸
警
察
署

対

象
小
学
二
年
生
以
上

費
用
月

千
五
百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

蠢
田
代

四
6
3－
9
2
4
8

番

矢

切

ネ

ギ

ー

ズ

（

家

庭

婦

人

ソ

フ
ト

ボ

ー

ル

）

毎
週

月

・

木

曜
日

、
午

前
1
0

時
3
0
分
～

正

午

会
揚

江

戸
川

河
川

敷

費

用

月

千
円

（

入

会

金

な
し

）

蠢

町
山

四
6
2－
3
1
3
2

番

フ
レ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
（
健

康

体

操
）

毎
週

火

・

木
曜

日

、

午
前
1
0

時
～

正

午

会

揚
運

動
公

園
小

体

育
室

対

象
女

性

費
用

月

千
五

百

円
（
入

会

金

千

円

）

鰭

鎗

田

合
6
4－
6
8
8
1

番

松

飛

台

婦

人

体

操

会

毎
週

火

曜
日

、

午

前
1
0
時

～

1
1
1
1

一
時
3
0
分

会
場

松

飛
台

市

民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

千
円

（
入

会

金

五
百

円

）

蠢

田

辺

四
8
6－
0
5
4
2

番

太

極

拳

・

少

林

寺

拳

法

毎

週
日

曜

日

、

午

後
３

時
～

６

時

会

場

馬

橋

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

二

千
円

（
入

会

金

二

千

円
）

蠢

熊

沢
四
4
1－
9
4
2
5

番

松

戸

い

ず

み

ペ

ン

習

字

会

毎
週
水
曜
日
（
月
三
回
）
、
午

後
１

時

～
４

時

会

場

市
民

会

館

費
用

月
二

千

円

（
入

会

金

千
円

）

悪
一
か

や

｀
6
4－
9
8
2
7

番

松

踏

会

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎

週

火

曜
日

、

午

後
６

時

～

９

時

会

揚
市

民

会

館
か

婦
人

会

館

費
用

月

二

千

五

百

円

（
入

会
金

千

円

）

蠢

小

室

｀
6
3
j
3
5
2
4

番

（
午
後
1
0
時
以
降
）

募
集
し
ま
す

お

は
な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン
ス

タ

ッ

フ
募

集

内
容
人
形
劇
や

紙
芝
居
の

製

作
と
上
演

対
象
十
八
～
四

十

歳
の
子
ど
も
好
き
の
女

性
・
若

干
名

勤
務
毎
週
火
～
金
曜
日

の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

ラ
イ
ト

エ
ア

ロ

ビ
ク
ス

サ

ー

ク
ル毎

週
土
曜
日
、
午
後
１
時
3
0

分
～
２
時
4
0
分
会
場
常
盤
平

体
育
館

対
象
一
般
男
女

費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

黯
金
子

｀
4
5－
6
1
3
7

番

（
午
後
６

時
以
降
）

待
遇
時
給
六
百
五
十
円

、
賞
与

・
交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
有

り

面
接
８

月
2
0日
㈹
午
前
1
0

時
か
ら

惠
８

月
1
7日
出
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
と
作
文
「
お
は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
り
た
い

理
由
（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

二

枚
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二
―
二

助
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ

ン
(
f
1
4
4
－
3
0
3
7

番
）
へ

海
外

難
民

救
援

募
金

の
た

め

の

フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト

参
加

者
を

募
集

９

月
2
2日
㈲
午
前
1
0時
～

午

後
５

時

会
場
小
金
原
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン

ド

内
容
各
自
が

不
用
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
販
売

し

、
代
金
の

一
部
を
寄
付

定

員
百
五
十
人

圉
８

月
1
0日
出
午
前
1
0時
か
ら

、

電

話
で

ゆ
う

か

り
海

外

難

民

救

援

募

金
の

会

・

後
藤
｛
1
4
2－
4

2
4
1

番

へ

″
８

月
2
5
日

面

午

後
６

時
～
９

時

、
小

金

原
中

央
商

店

会
の

盆

踊
り

会

場
で

も

募

金

を
行

い

ま

す

。

※

募

金
は

、

全
額

Ｕ

Ｎ
Ｈ

Ｃ

Ｒ

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）

東

京
事

務

所
に

届

け

ま

す
。

まつど

今昔

写真展

葛 飾 橋

明治になっても松戸一金町間の通行は、渡し船によっていました

が、道路の整備や人力車・馬車など車両の普及に伴い、橋を架けよ

うとする動きがでてきました。

最初の葛飾橋（木橋、長さ約158m･ 幅８ｍ）は、明治44年の完成

で、現在の葛飾橋の500m ほど上流に架けられました。

しかし何分木橋であったため、大正末期には腐朽がひどくなり、

架け替えが計画され、昭和２年鉄橋の葛飾橋（長さ334m 、幅7.3m)

が完成しました。

新葛飾橋の完成は昭和40年のこと。国道６号線の混雑緩和のため、

金町バイパスが造られた際、新たに架けられたものです。

昭和56年には葛飾大橋も完成し、これらの橋は松戸と東京を結ん

で交通上重要な役割を果たしています

木
橋
だ
っ
た
こ
ろ
の
葛
飾
橋
（
大
正
期
）

(本町・板倉さん提供)



1991 年(平成３年)８月５日

ご参加ください 情報
1
6、、、リ
映
写

機

操

作
技

術

講

習

会
８

月
2
8
日

困
と
2
9
日

収
の

二

回

、

午
前
９

時
3
0
分

～

午
後
５

時
会
場
青
少
年
会
館
費
用

無

料

（
昼

食

は

持
参

）

対

象

土
（

歳
以

上
の

市
民

定

員
各

二

十
五

人

（

応
募

多

数
の

場

合

は

抽

選
）

匣

８

月
1
3
日

叫

ま
で

に

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・
住
所
・
氏

名

・

年
齢

・

電

話
番

号

を
明

記

し

て

、
〒
2
7
1松
戸

市

根

本
三

八

七
―
五
松
戸
市
教
育
委
員
会
社

会

教

育
課

市

民

文
化

係
へ

青

年

講

座

［

農

業

を

体

験

し

よ
う
」８

月
3
1
日

、
９

月
７

日
・
2
8

日

、
1
0
月
1
2
日

・
1
9
日

、

］１１
月

２

日

・
９

日

の

各
土

曜

日
と

９

月
1
8
日

収

の

全
八

回

、

午
後

２

時
～

４

時

（
天

候
な

ど
で

一

部

変

更

さ
れ

る

場

合
あ

り

）

会

鸚

青

少
年

会

館
と

そ

の

近
隣

の

畑

対
象

十

八

上

二
十

五
歳

の

先

着
二

十

人

費
用

教
材

費

実

費

（
千

五

百
円

程
度

）

内

容

大

根
の

種

ま

き
か

ら

収
穫

ま
で

と

松
戸

の

農

業

惠

電

話
で

社

会

教

育
課

青

少

年

婦
人

係
へ

矢

切
公

民
館
夏

休
み

工
作

教

室

「
キ
ミ

だ

け
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
乾
電
池

を
作

ろ

う
」

８
月
2
2日
閑
午
後
１

時
3
0分

～
４

時

会
揚
矢
切
公
民
館

対
象
小
学
四

上
（

年
生
（
四
年

生
以
下
の
場
令
は
保
護
者
同
伴

で
）
・
二
十
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記
し

、
〒

2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
―
一

矢
切
公
民
館
（
・
1
6
8
－
1
2
1

4
番
）
へ

在
宅
介

護
夏

期
研

修
会

（
初

級
）８

月
2
6日
囲
～
2
9日
團
、
午

前
1
0時
～
午
後
３
時

対
象
一

般
市
民
・
先
着
四
十
人

費
用

八
千
円

圃
８
月
2
3日
面
ま
で
に

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
職
業
を
記

入
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
秋
山
七
一

松
山
福
祉
専
門
学
校
｛
1
9
2
－
2

2
1
1

番
へ

千

葉
県

経
営

労
務
管

理
講

座

９
月
２

囗
㈲
・
３
日
㈹

、
午

前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
千

葉
自
治
会
館

対
象
県
内
の
企

業
経
営
者
・

事
業
所
の
長
や
人

事
・
労
務
・

総
務
な
ど
の
担
当

者

定
員
先
着
百
五
十
人

費

用
二
千
円

匣
８
月
2
8日
困
ま
で
に
、
電
話

で

、
県
商
工
労
働
部
労
政
課
四

〇
４
７
２
－
2
3－
2
7
4
4

番

へ

講
座
・
講
演

母

と
子

の
ク

ッ
キ

ン
グ
教

室

８
月
2
2日
團
午
前
1
0時
～

午

後
２
時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

費
用
無
料

対
象
小
学

校
三

年
生
以
上
の
子
と
親

定

員
先
着
四
十
人（
二
十
組
）

持

ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
・

ふ

き
ん
二
枚
・
筆
記
用
具

圉

電
話
で

健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
へ

千
葉
県

花
植

木

セ
ン

タ
ー

研

修．
2
8出

2
2日

1
4山

６
應

９
／
１
日

2
5日

８
／
2
4山

期

日

松
の
造
形
と
管
理

多
肉
植
物
の
育
て

方 秋
植
え
球
根
の
育

て
方

高
品
位
花
き
生
産

と
土
壌
肥
料

秋
ま
き
草
花
の
育

て
方

「
一
ン
テ
ナ
植
木
の

栽
培
法

バ
ラ
の
せ
ん
定
法

内

容

時
間
午
後
１

時
～
５

時
（
９

月
2
8日
は
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
）

会
揚
千
葉
県
花
植
木
セ

ン
タ
ー
（
成
田
市
）

黷
千
葉
県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
四

〇
４
７
６
－
3
2－
0
2
3
7

番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

ゴ

ル

フ

大

会

（
女

子

の

部

）９
月
３
日
㈹
会
場
ニ
ッ
ソ

ー
カ

ン

ト

リ
ー

ク

ラ

ブ

（
茨

城

県

稲

敷
郡

河

内

村

）

対

象

市

内

在

住
の

女

性
（
学
生

は

除
く

）

・
先

着
六

十
人

費
用

四

千

円

（
プ
レ

ー
費

・

諸

経
費

な

ど

は

自

己

負
担

）

東
一
８

月

６

日

㈹

午

前
1
0
時

か

ら

費

用

を
持

参

し
て

、
直

接

松

戸

市

体

育
協

会

事

務
局

（
運

動

公

園

内

・

四
6
9－
2
0
3
0

番

）

へ黷

松
戸

市

ア

マ
チ

ュ
ア

ゴ
ル

フ

協

会

・
小

林
・
1
6
5

－
4
8
3
8

番ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

教

室

８

月

～
１１
一
月

の

毎
週

水

～
土

曜

日
の

中

の

一
日

、

午

後
７

時

～
９
時
会
場
金
ヶ
作
公
園
テ

ニ
ス
コ

ー

ト

費
用

九

千
円
（
保

険
料

含

む

）

対

象
市

内

在
住

・

在

勤
の

人

圃

直
接

会

場
で

蠢

常

盤
平

ナ

イ

タ

ー
テ

ニ
ス

ク

ラ

ブ

・
吉

田
｛
1
8
8－
6
4
3
1

番ふ

れ

あ

い

教

室
（

太
極

拳

）

1
0月

１

日
～
1
2
月
1
7
日

の

毎

週

火

曜
日
（
全

十
二

回

）
、

午

後

６

時
3
0
分

～
８

時
3
0
分

会

揚

勤

労
会

館

対

象
市

内
在

住

・

在

勤
の

勤

労
者

費

用

無
料

定

員
五

十

人

（
申

込

多

数
の

場

合

は
抽

選

）

圉

８

月
１９
一
日
㈲
〔
消

印

有
効

〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名
・

年

齢

・
電

話

番

号

・
勤

務

先
・

教

室
名
（
太

極

拳

）
を

明

記
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
根

本

三

八
七

－

五

松
戸

市

役

所
商

工

課

労
政

係

へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
オ
ー
バ
ー

フ
ォ
ー
テ

ィ

ー
大

会

９

月
８
日
㈲
午
前
９

時
か
ら

会
揚
小
金
原
体
育
館

対
象
試

合
当
日

満
四
十
歳
以
上
の
人
・

百
三
十
人

費
用
六
百
円

圃
８
月
1
5
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸
市
西
馬
橋
ニ
ー
三
四
―
五
松

戸
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
・
苅
部
徳
子
(
0
4
1
1
5

4
7
8
番
）
へ

タ

ー
ケ
ッ
ト

バ

ー
ド
ゴ

ル
フ

教

室８

月
2
5日
面

午
前
９

時
～
正

午

会
場
五
香
西
町
ち
び
っ
こ

の
遊
び
場

費
用
保
険
料
百
円

持
ち
物
ゴ
ル
フ
の
ピ
ッ
チ
ン
ク

ウ
ェ
ッ
ジ

圃
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
菊
池

四
8
7

－
1
5
6
5

番

明
地
区

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
教

室

８
月
2
5日
～
９

月
1
5日
の
毎

週
日
曜
日
、
午
後
１

時
～
５
時

（
９
月
１
日
・
1
5日
は
午
前
９

時
3
0
分
～
正
午
）
会
場
稔
台

小
学
校
体
育
館

費
用
無
料

定
員
三
十
人
持
ち
物
ラ
ケ
ッ

卜
・
上
履
き

惠
当
日
会
場
で

蠢
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
野
渡

｛
1
6
3
1
3
7
2
8
番

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
イ

ン
デ
ィ

ア

カ
教
室

８
月
１
日
～
1
1月
3
0日
の
第

丁

第
三
日

曜
日
、
午
後
７
時

～
９
時

会
場
矢
切
小
学
校
体

育
館

費
用
保
険
料
一
回
百
円

対
象
小
学
校
四

年
生
以
上
の
人

圉
当
日
会
場
で

黯
体
育
指
導
委
員
・
平
川

酋
6
2

－
0
5
7
8

番

保

健

衛

生

あ
ん

ま
・

は
り
・

き
ゅ

う
施

術
奉

仕

８
月
2
5日
㈲
午
前
９

時
3
0分

か
ら

会
場
総
合
福
祉
会

館
内

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
―

惠
８
月
1
5日
閑
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
施
術
名
を
明
記

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
―
一
松
戸
市
総
合
福
祉
会

館
内
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ

ー
へ
（
一
人
一
枚
）

蠢
松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
事

務
局
・
佐
倉
・
1
8
7

－
3
4
2
9

番

愛
の
献
血

卜 8/14CM 17出

x会 場 松戸市役所 松戸駅東口

時 間
午前10時

Ｓ

午後４時

午前10時
～11時30分
と

午後１時～４時

主 催 松 戸 市

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

市

立

病

院

か

ら

の

お
知

ら

せ

市

立
病

院

皮

膚
科

外

来
は

、

８

月
1
3
日

㈹

・
1
4
日

團

・
1
6
日

廊

・
1
7
日

出

は

休
診

し

ま
す

。

1
2日

囲

・
1
5日

困

は

、

新
患

の

み

診
療

を

行

い

ま
す

。

蠢

市

立
病

院

皮
膚

科

外

来

四
6
3

－

９
？
上
７
１

内

線
１
１
｣
Ｏ
ＣＭ
＾

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
の
幼
児
に
は
、
健
康
診

査
票
を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要

事

項
を

記

入
し

て

決

め
ら

れ

た

日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

対

象
昭

和
6
3
年
４

月
１

日

～

3
0
日
生
ま
れ
の
幼
児
健
診
日

８

月

６

日

㈹

・
2
0
日

㈹

・
2
7
日

次

会

場

松

戸
保

健

所

※
該
当
す
る
幼
児
で
、
健
康
診

査

票

が

届
か

な

い

場

合
は

、

ハ
ガ
キ
に
左
記
項
目
を
明
記

し

て

、

ご
連
絡

く

だ

さ
い

。

療
育
相
談

８

月
８
日

困
午
後
１
時
～
１

時
3
0分
の
間
に
受
け
付
け

会

場
松
戸
保
健
所

対

象
乳
児
の

こ

き
ゅう

股
間
節
脱
臼
検
診
未
受
診
者
や

、

整
形
外
科
学
領
域
の
診
察
・
相

談
等
を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満

の
人
（
乳
幼
児
の
人
は
、
母
子

健

康
手
帳
を
必
ず
持
参
の
こ
と
）

匣

電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
・
1
6
1

－
2
1
2
1

番
へ

一
般

健
康

相
談

・
腸
内

細
菌

検
査

の
受
付

時

間
が

変
わ

り

ま
し

た

一
般
健
康
相
談
毎
週
月
曜
日

午
前
９
時
～
1
0時

腸
内
細
菌

・
検
査
毎
週
月
曜
日

午
前
1
0時
～

1
1
1
1

一
時

覬
松
戸
保
健
所
総
務
課

｀
6
1－

2
1
2
1

唇

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

｀

6
1
1
n乙１
９乙
１

番

８
月
１５
日
困
の
ご
み
・
し

尿
の

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

黯

清
掃
第
一
課
・
清
掃
第
二
課

鉄
橋
に
な
っ
た
葛
飾
橋
の
渡
り
初
め

（
昭
和
２
年
）

昭
和
１０
年
ご
ろ
の
葛
飾
橋
付
近

(松戸・木村さん提供)

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

商
広

報
課

rで１ ７Ｆ]r ４ｊ] う|

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービス……………………容66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………a65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061
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この数なあに？

307

一
人

一
日

こ

ん

な

に

使

う

の

り
Ｉ

こ
の
夏
、
関
東
地
方
は

水
不

足
の
心
配
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、

沖
縄
県
で
は
、
空
梅
雨
で
深
刻

な

水
不

足

と

な

っ
て

い

ま

す

。

蛇

口
を

ひ

ね

る
と

、

当

た

り

前

の

よ
う

に

出
て

く

る
水

。

一

人

が

使
う

水

の

量
は

、

い

っ

た

い

ど

れ
く

ら

い
で

し

ょ
う
か

？

松

戸
市

営

水

道
の

場

合

、

一

人

が

一
日

に

使

う

水
の

量

は

。

「
三

〇
七
μ

」

（
平

成

元

年

度

平

均

）
。
こ

れ

は

、

家
庭

用

の
ふ

ろ

お

け

、
約

一

杯
分

に

も

な

り

ま

す

。

市

内
の

水

道

の

水
は

、
市

営

水

道

と

県
営

水

道
の

二

つ

の

水

道

事

業
か

ら

供

給

さ
れ

て

い

ま

す

。

市

営
水

道

は
深

層
地
下

水

と

北

千

葉
広

域

水

道
企

業

か

ら

の

供

給
用

水

を

、

県
営

水

道

は

江

戸

川
の

水

を

水
源

と

し
て

い

ま

す

。

市
営

水

道
の

供
給

地

域

は

、
小

金

・

常

盤
平

地
区

の

各

一

部

、

県
営

水

道
は

、
そ

の

他

の

区

域
と

な

っ
て

い

ま
す

。

初
め

て

松

戸

市
に

水
道

が

引

か

れ

、

通
水

が

行

わ

れ
た

の

は

、

当

時

ま

だ
松

戸

町

だ

っ
た

昭

和

1
1
1
1

一
年
の

初

期

、

県

営

水
道

で

し

た

。そ
の

後

、
昭

和
3
7
年
、

小

金

地

区
に

市
営

水

道
に

よ

る
給

水

が

開

始

。
昭

和
4
5
年

、
住

宅

公

団

か
ら

常
盤

平

団

地
の

水

道

が

市

に

委
譲

さ
れ

、

現

在
に

至

っ

て

い

ま

す

。

水

は

、
私

た

ち

の

生
活

に

欠

か

せ

な
い

、
限

り

あ

る
資

源
で

す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

関東高校フェンシング大会準優勝

横 田 武 夫 さふ

す
る
と
い
剣
先
が
空
気
を
突

き
破
る
。

一
瞬
の
間
に
勝
負
が
決
ま
る
。

「
相
手
と
の
駆
け
引
き
を
超
え

た
勘

が
大
事
な
ん
で

す
」
と
語

る
横
田
さ
ん
は
、
市
立
松
戸
高

校
の
三
年
生
だ
。

高
校
に
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

が
な
い
た
め
、
練
習
相
手
を
求

め
て

、
運
動
公
園
や
大
学
の

ク

ラ
ブ
な
ど
に
、
毎
日
の
よ
う
に

出
向
く
。

「
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
を
や

っ
て

い
て
一
番
良
か

っ
た
こ

と
は
、

学
校
外
で

も
い
ろ
い
ろ
な
人
と

知
り
合
え
た
こ
と
で

す
ね
」

小
学
校
三

年
生
の
と
き
に
、

親
に
勧
め
ら

れ
て

始
め
た
の
が

き
っ
か
け
だ
が
、
中
学
一
年
の

時
に
、
早
く
も
全
国
規
模
の
大

き
な
大
会
に

優
勝
。

一
そ
の
時
か
ら
、
勝
つ
喜
び

を
知
り
ま
し
た
ね
。
と
に
か
く

勝
ち
た
か

っ
た
。
で

も
、
負
け

た
時
は
、
自
分
の
努
力

が
足
り

な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
こ
と
に

し
て
ま
す
」

も
ち
ろ
ん
、
彼
一
人
で
強
く

な
っ
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
。

始
め
た
時
か
ら
、
技
術
的
な
こ

と
は
も
と
よ
り
、
精
神
的
に
も

支
え
て

く
れ
た
コ
ー
チ
や
、
夜

遅
く
ま
で

練
習
に
つ

き
あ

っ
て

く
れ
た
担
任
の
先
生
な
ど
、
周

り
の
協
力
で
こ
こ
ま
で
き
た
。

「
今
は
８
月
７
日
か
ら
沼
津

で
開
か
れ
る
イ
ン
タ
ー
（

イ
に

照
準
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
で

き
れ
ば
日
本
の
卜
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
入
り
、
世
界
の
試

合
に
も
出

て
み

た
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝

か
す
。

「
今
、
一
番
欲
し
い
の
は
夏
休

み
で

す
ね
。
で

も
練
習
の
方
が

楽
し
い
か
な
」

本
当
に
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
が
好

き
な
の
だ
。
ま
た
、
好
き
だ
か

ら
こ
そ
頑
張
れ
る
の

だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
彼
に
エ
ー
ル
を

送
り
た
い

。

（
日
暮
在
住
）

好きだからこそ…

一瞬の間に勝負が決まります

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し上げます

広報課

夜型人間もまいった／
オーバーナイトハイク

フ月20日～21日にかけて行われ

たオーバーナイト ハイキングには

約136人の若者が参加。

松戸一野田間の江戸川沿い（30

鵑と∠12削の２コース）を、夜を徹

して歩き通しました。

あなたも来年、チャレンジしま

すか？
もうひとがんばり

軽スポーツにチャレンジ

リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
び
ん
類
は
、
ガ
ラ
ス
エ

場
で

再
生
さ
れ
ま
す

金ヶ作中１年生が初体験

フ月12 日、金ヶ作中学校で、１

年生の体育授業の一環として、軽

スポーツ教室が開かれました。

軽スポーツを中学校の授業に取

り入れるのは、市内でも初の試み。

市スポーツ課職員の指導で、イ

ンディフフカ、ソフト バレー、バウ

ンド テニスなど、聞きなれない種

目に挑戦。

だれでも気軽に楽しめるスポー

ツというだけあって、生徒たちも

生き生きとプレーしていました。

ディスクゴルフも気軽に楽し めます

フ月18日、市ご みを減らす課主催の「ご みツ

アー」が行われました。

資源ご みを選別し資源化する、資源リサイ

クルセンターなど、市内のごみ処理施設のほ

か、柏市内にあるガラスエ場も見学。

参加した市民の皆さんには、ご み問題の大

切さを、肌で感じていただきました。

このご みツフフーは、11 月と12月にも実施を

予定しています。参加ご希望の方は、ご みを

減らす課へ問い合わせてください。

私
も
実
践
し
た
い
／

ご
み
の
再
利
用

ご
み
ツ
ア
ー
を
実
施
中

北
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仲
間
と
参
加
し
ま
し
た
。

秋
に
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
催
し
物

を
計
画
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
勉
強
も
兼
ね
て
。

今
日
は
特
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
処
理
の
大
変

さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

根 本

長岡 初江さん

スナップショット
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